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常盤台住宅地開発の経緯
東武鉄道が区画整理事業として開発。その開発の初期段階に
は内務省の出先機関である都市計画東京地方委員会という行
政組織が深く関わるという独自な経緯を持った住宅地である。
民間宅地開発と都市計画行政の一体協力で生まれた唯一の宅
地である。近隣住区論に最も忠実である！

特徴：
•プロムナード、クルド
サック、ロードベイ、
フットパスを配置し、日
本では先駆事例となった。
•分譲時に住宅以外を建て
ないこと、敷地境は生垣
にすることなどの建築内
規が設けられた。
•当時は郷会がつくられ、
それが今の町会となって
いるが、住環境の管理は
行っていない。

小宮 賢一

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その開発の初期段階には内務省の出先機関である都市計画東京地方委員会という行政組織が深く関わるという独自な経緯を持った住宅地である。民間宅地開発と都市計画行政の一体協力で生まれた唯一の宅地である。その設計概念はアメリカの都市計画家、C.A.ペリーが提唱した近隣住区理論である。この提案が実現したものとしてヘンリー・ライトとクラレンス・スタインという住宅専門家と都市計画家設計したラドバーンが有名である。常盤台住宅地はこの概念を明確に反映している住宅地である。



常盤台環境保全の仕組み
常盤台しゃれまち協議会
町内会などの自治会ではなく現在
は有志の住民10名によって構成
されるしゃれ街協議会がときわ台
景観ガイドラインに従って事前協
議活動を行っている。

全体地区
•植栽に関して
•街並みの調和に関して
Ｂ地区(赤)
•高さについて…
商業地域では20ｍ以下or6階、
近隣商業地域では15ｍor5階
第一種中高層住居専用地域では3階
第一種低層住居専用地域では２階
•敷地面積…123㎡
•屋上看板や新たな風俗店の出店
•外壁と道路側ひさしの後退



常盤台環境保全の仕組み



凡例 ○：同意
×：協議により計画中止
※：不同意だが実行

凡例 ◎：適合 ○：提案に基づく変更後適合
△：十分ではないが他の配慮がある ▲：不十分であるが仕方なく同意

×：変更せず、協議決裂

概要 主な協議項目
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付
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付
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67 091208 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

68 091215 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

69 091006 × － － － × － － － －

70 100205 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

71 100216 ○ － － － － － － － －

72 100216 ○ － － － － － － － －

73 100226 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

74 100301 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

75 100330 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲

76 100423 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

77 100527 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

78 100615 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

79 100630 ○ － － － － － － － －

事前協議の内容
及び結果



事例６：住宅の新築

植栽について不十分だが、仕方なく同意



研究の成果と結論
成果
• 常盤台において、しゃれ街協議会による景観ガイドラインの運用
はできている。

• 植栽の誘導は効果がある。
• 敷地の細分化については１２３㎡以下になる場合はかなり（85％
以上）阻止できている。

課題
• 高さについては3件中１件が阻止できておらず、課題が残っている。
• しゃれ街協議会ができたきっかけはマンションの開発であるが、時
間が経つことでそれに対する危機感が希薄になることも十分考えら
れる。
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